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平成２８年１月２２日１０時３０分 気象庁予報部発表の関東甲信地方週間天気予報によると 

「向こう一週間、期間のはじめと終わりは、気圧の谷や寒気の影響で曇りや雪または雨の見込みです。

期間の中頃は、高気圧に覆われて晴れるでしょう。長野県北部と群馬県北部は、気圧の谷や寒気の影

響で曇りや雪の日が続く見込みです。なお、期間の前半は強い冬型の気圧配置になり、長野県や関東

地方北部の山沿いでは大雪となるおそれがあります。最高気温・最低気温ともに、期間の前半は平年

並か平年より低く、後半は平年並か平年より高いでしょう。降水量は、平年並の見込みです。」となっ

ています。 

 降雪や極端な低温が見込まれますので、次の対策を徹底してください。 

○降雪対策 

  平成２８年１月１９日農業技術課で発表した「再降雪に備えた農業施設、農作物等の管

理について」を参考に対策をお願いします。 

 

○低温対策 

〈ブドウ〉 

・主幹から主枝分岐部にかけてワラ巻きによる防寒対策を実施したり、樹の周囲２ｍ位に

敷ワラやバーク堆肥などのマルチを行い、土壌の凍結を防止する。とくに早期落葉した

樹、若木や欧州系品種ではワラ巻き等により、防寒対策を徹底する。 

〈立木果樹〉 

・樹の周囲２ｍ位に敷ワラやバーク堆肥などのマルチを行い、土壌の凍結を防止する。 

・秋植えの苗木や若木では、敷ワラや幹などへのワラ巻きなどの防寒対策を徹底する。 

〈施設果樹〉 

・被覆に隙間ができないように補修や目張りを行い、気密性を高め、ハウス内温度を確保

する。また、ハウス周囲を再度確認し、ビニールの破れや開閉部のズレがある場合は補

修する。 

・加温ハウスでは、燃料残量を確認し早めに給油しておく。 


